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 本テーマで　　　件目  社外発表　　　1件目 1 時間

2025年　8月　～　2025年　10月 5 回

前原工場　保全課　ＭＥ-１班 勤続 2 年

ＱＣサークル紹介
発 表 形 式

プロジェクタ

本 部 登 録 番 号 273-138 サ ー ク ル 結 成 年 月

本テーマの活動 期間 本 テ ー マ の 会 合 回 数

発 表 者 の 所 属

メ ン バ ー 構 成 会 合 は 就 業 時 間

平 均 年 齢 月 あ た り の 会 合 回 数

テ ー マ 暦 １回あたりの会合時間

ボイラー効率アップでコストダウン ～ムダ削減で省資源・省エネルギー化に挑戦～

大同メタル工業株式会社 前原工場

ダイドウメタルコウギョウカブシキガイシャ マエハラコウジョウ

三浦 ロスリー

ミウラ ロスリー

ボイラーコウリツアップデコストダウン ～ムダサクゲンデショウシゲン・ショウエネルギーカ二チョウセン～

自職場紹介

私たちは、保全課に所属しており、設備保

全作業と加工バイト手配・再研磨などを担

当しています。

サークル紹介

まごころサークルは平均年齢が高めで、勤続

２０年を超えるベテランメンバーが多数在籍し

ています。

サークルの方針目標として、「全員参加で挑

戦！５０％以上の効果が見込める改善を実

現する」を目標に掲げ活動しています。

サークルレベルはＣランクです。

テーマ選定

ブレーンストーミングで意見を出し合い、親和図法で問題点の洗い出しを実施し、４つの

グループに分けてまとめました。

親和図法で問題点を抽出し、マトリックス図で評価。

評価点の高い４テーマに絞って取り組みました。

テーマ選定理由

工業用水の使用量増加の原因を調査した

結果、

ボイラー排水の冷却に大量使用しているこ

とが判明。

ムダ削減とコストダウンを目指し、ボイラー

効率改善に挑戦しました。

活動計画

計画と実績はこちらです。

対策に遅れが見られましたが、何とか計

画した期間内に完了することが出来ました。

会社方針

工場方針だけでなく、全社環境方針と保全

課方針、基本目標に合致していることを確

認の上で実施しました。

工場紹介

愛知県犬山市にある前原工場で船舶や

一般産業向けのすべり軸受を生産してい

ます。

会社紹介

大同メタル工業株式会社は、多種多様な

産業分野で使用される「軸受け（ベアリン

グ）」を製造・販売している「総合すべり軸

受メーカー」です。
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ボイラーとは

ボイラーとは、圧力容器内で水を沸騰させ

て蒸気を作る装置です。

当ボイラーに給水される市水は、自動軟化器で軟水に

した後、軟水タンクに溜まり、ボイラーに給水されます。

その後、都市ガスによって過熱され、沸騰して蒸気にな

ります。ボイラーで作られた蒸気は工場に送られます。

ボイラーで使用された水は弱アルカリ性で、定期的に外

にあるピットに排水されています。

排水は高温な為、工業用水での差し水で冷却を行い、

温度を５５℃以下にして排水処理場に送水され中和処

理が行われます。

ボイラーの仕組み 工水使用量調査

流量計を使用して工業用水の使用量を測

定。

結果、月間使用量３９，８１４Ｌでした。

お風呂約２００杯分となります。

消費電量調査

事務所管理のデータを基に調査しました。

月間消費電力量は２９６５.７ｋWhでした。

家庭の約８.６倍に相当する、高い使用量

が明らかになりました。

都市ガス使用量調査

日常点検表のガス消費量項目から調査。

点検時にガス流量計の数値を記録してい

ます。

月間消費量は２７，７６４㎥で、

家庭の使用量の９２５倍に相当します。

特性要因図

特性要因図で、ボイラーにおける工業用

水の無駄が多い要因を分析しました。

その中から、特に重要な２つの要因に着

目しました。

目標設定

まごころサークルの活動方針に沿って、工

業用水の使用量を５０％削減することを目

標に設定しました。

対策立案

ブレーンストーミングで排水温度を下げる。もしくは、工業用水の使用量を削減する為の対

策案を出し合い、絞り込みを実施しました。

ＰＤＰＣ法で効果を検証した結果、全ての案に高い効果が期待できるため、全案採用を決定

しました。

ＰＤＰＣ法

装置の導入を検討

対策として各装置の導入を検討しました

が、いずれも費用が高く、投資回収期間も

長いことが判明しました。

さらに故障リスクを考慮すると採算性に問

題があるため、一旦保留としました。

対策を再検討 アローダイアグラム

代替案が見つからず悩んでいた時、不要になった熱交換器の処分方法について相談を受け、

ＱＣ会合で再利用の可能性を検討しました。

マトリックス図で対策を再検討した結果、費用は２０万～６０万円との見込みでした。

納期は最短０日～最長２か月となりました。納期によって工期が大きく変わるため、

アローダイアグラムを活用し、スケジュールへの影響を明確化しました。



対策案決定 対策構想

対策方法の確認 対策準備

対策実施 対策実施（排水タンク）

対策実施（軟水タンク）

評価の結果、費用ゼロ・納期ゼロで高い

効果が期待できる熱交換器の活用策を採

用することに決定しました。

熱交換器を排水タンクに設置し、冷却水を循環させて排水温度を抑えることを対策案とし

ました。

さらに、熱交換後の温水をボイラー効率化に活用する追加対策についても意見が出され、

再検討を行いました。

熱交換器で温まった水が軟水タンクに戻ることで、軟水の温度が上がり、ボイラー効率の

向上が期待されます。

       
             

  

  

                     
                    
                   
         

                  
                
               
               

               
                 
            

ボイラーメーカーに熱交換器設置の意向

を説明し、問題ないことを確認しました。

今回の改善に必要な部材として、不要になった廃棄予定の熱交換器を再利用しました。

この熱交換機はコイル状で表面積が大きく、効率的な熱交換が可能です。

さらに、断熱材付きパイプを選定し、購入しました。

冷却水循環用のポンプについては、中古の遊休品を活用しました。

熱交換器は対策に使用する前に洗浄して汚れを落としました。

軟水タンクと排水タンクに対策を実施しま

した。

まず、排水タンクの対策を行いました。排水タンク内に熱交換器を設置し、購入したポリエ

チレンパイプを接続しました。

次に軟水タンクの対策として、熱交換器循環用ポンプを軟水タンクに接続し、熱交換器排

出側を軟水タンク上部に接続して、作業完了です。

対策完了

軟水タンクの市水を冷却水として、熱交換

器へ送水し、排水タンク内の高温排水を

熱交換によって冷却しました。

これにより、冷却用の工業用水の使用量

を削減できます。

さらに、熱交換器を循環する市水は熱交

換によって温められ、ボイラーに供給され

るため、ボイラーの熱効率が向上し、都市

ガスの使用量も削減できます。



効果の確認（都市ガス） 効果の確認（年間）

今後の対策 SDGｓに貢献

都市ガスの使用量は１，１１０.６㎥から

１，１０３.７㎥に減少し、０．６％削減しまし

た。

工業用水の使用量２５９，８３０L/年を削減、都市ガスの使用量も２，０７０㎥/年削減できま

した。ＣＯ２換算で４．２４ｔ/年です。

ただし、冷却水循環ポンプを設置したことにより、消費電力量は７８０ｋＷｈ/年増加しました。

ＣＯ２換算で０．３８ｔ/年です。

結果的に削減できたＣＯ２は３．８６ｔ/年になりました。

今後は、工業用水の使用量ゼロを目指し、

熱交換器に加えて耐熱ポンプの設置を検

討していきます。

一度この案は見送っていますが、現在は

費用対効果を踏まえた最適な導入方法に

ついて、慎重に検討を続けています。

施工費

施工費は、合計で７万１千円となりました。

廃棄予定品や遊休品を活用したことで、費

用を大幅に削減できました。

効果の確認（工業用水） 効果の確認（電力）

工業用水の１日の使用量は１，５９２.６Ｌか

ら

７２６．５Ｌに減少し、５４．４％の削減を達

成しました。これにより、目標は達成です。

消費電力量は１１８．６ｋWhから１２１．２ｋ

Whに増加しました。

これは、軟水を循環させるためのポンプを

設置したことによるもので、増加率は２．

２％です。

都市ガスの使用量、工業用水の使用量、Ｃ

Ｏ２を削減することが出来たので、ＳＤＧｓの

５つの目標に貢献することが出来ました。

標準化と管理の定着

市水使用量を調査し、基準値を設定、超過

時は保全課へ連絡する旨を追記しました。

流量計は継続管理、点検表に使用量項目

を追加しました。

季節要因を考慮し、エネルギー量も継続調

査中です。

まとめ

今回の活動で良かった点は、サークルメンバー

や、支援者、協力を仰ぎ、全ての対策を完結で

きたことです。

これは大きな成果であり、その過程でリーダー

としてしてのＱＣ能力を高めるとともに、チーム

全体のレベルアップにもつながりました。

今後は、さらなる改善を重ね、より高いレベルを

目指して取り組んでまいります。


